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平成 21 年度事業報告 

１．古紙品質安定対策事業 

(1) 古紙品質調査事業の実施 

関東地区と中部地区において、古紙品質の内容について定期的に点検・調査を行う古紙品質

調査事業を実施した。関東地区では関東製紙原料直納商工組合から、中部地区においては本

事業参加の直納問屋から、毎月一定数量の古紙（関東地区計画量：段ボール525ｔ、新聞495ｔ、

中部地区計画量：段ボール240ｔ、新聞210ｔ）を購入し、本事業に参加する製紙メーカーへ販売

する段階で、メーカーに委託して外観調査と開梱調査を実施した。 

本年度の事業実施数量は、関東地区が段ボール6,330ｔ、新聞5,626ｔ、中部地区が段ボール

2,855ｔ、新聞2,592ｔとなった。 

関東・中部地区における古紙品質調査の結果は、集計のうえ両地区委員会、業務委員会等に

報告したが、調査対象の古紙は品質的におおむね良好であることが確認された。 

(2) 古紙品質管理マニュアル・チェックリストの普及 

事業計画では、平成20年度に設置した古紙品質向上対策検討委員会においてとりまとめた古

紙品質管理マニュアル及び自己評価のためのチェックリストに基づき、古紙品質向上自己評価事

業所登録制度の導入に向けて検討、準備することとしていた。しかし、古紙供給業界にマニュア

ルとチェックリストが十分に認知されていない状況を踏まえ、その普及を優先することとし、古紙品

質管理マニュアルの改訂版（Ver1.1）を増刷して希望先へ配付した。 

(3) 古紙品質情報ネットワークの運用 

関東地区委員会において、製紙メーカー各工場で発生した古紙品質トラブル情報を事務局が

介して他社他工場に伝達する古紙品質情報ネットワークを運用した。本年度の情報件数は延べ２

３件であった。これらの情報は、毎月開催される関東地区委員会で報告し、古紙品質について古

紙需給両者で情報の共有化に努めた。 

(4) 雑がみ分別回収の普及方策等の検討 

今後の雑がみ分別回収の普及方策等について古紙品質規格専門委員会において検討すると

ともに、地方自治体の雑がみ回収の実態について情報収集を行った。 

 

２．古紙回収推進事業 

古紙パルプ配合率偽装問題を起こした日本製紙連合会会員企業有志 15社からの要請を受け、15

社の拠出金による環境保全のための追加貢献として、その趣旨･目的を尊重し、古紙回収推進事業

を実施した。本事業実施に当たり、古紙回収推進特別委員会を組織し、各地区委員会には古紙回収

推進実行委員会を組織して具体的事業を実施した。 

(1) 特別委員会所管事業 

実 施 事 業 実  施  内  容 

子供向け DVD 子供向け DVD「それいけ！リサイクルトラベラーズ」を1,000 枚再プレスし、希望先
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再プレス・配布 に配布した。 

全国小中学生紙リ 

サイクルコンテスト 

全国の小中学生を対象に紙リサイクルをテーマにした作文、絵画、カベ新聞の3 部

門の作品の公募を行った。応募作品は２，０８９点となり、11月 24日(火)に最終審査

委員会で審査を行い、入賞作品が決定した。12 月 10 日(木)～12 日(土)に開催さ

れたエコプロダクツ2009に出展参加したセンターブースにおいて入賞作品を展示

するとともに最終日に大賞受賞者をブースに招き、表彰式を行った。 

消費者意識調査 全国政令指定都市の男女モニター2000名に対し、インターネットにより紙リサイクル

に関するアンケート調査を行った。 

古紙回収推進に向けて

の要因調査 

古紙回収における課題を抽出・整理するため、地方自治体を対象に聞き取り調査

を行い、分析結果を報告書にとりまとめた。 

オフィス古紙回収促進

のための冊子作成・配

布 

事業者向け冊子「オフィス発生古紙リサイクルガイド」を100,000冊作成し、エコプロ

ダクツ2009 に出展参加したセンターブース、シンポジウムの会場で配布するととも

に全国の地方自治体、資源組合等に配布した。 

各地区イベント配布用

ノベルティの作成・配布 

鉛筆２本組40,000セット、リングノート30,000冊、色鉛筆2,000セットを作成し、各

地区の当該事業のイベントにおいて来場者に配布した。 

児童向け冊子の作成・

配布 

小学生高学年向けに紙リサイクルの必要性、留意点などを理解してもらうまんが冊

子「紙リサイクル」を80,000冊作成し、エコプロダクツ2009に出展参加したセンター

ブースの会場で配布するとともに全国の地方自治体、資源組合等に配布した。 

 (2) 各地区実行委員会事業 

ủ  

実施事業名 実施年月日 実施場所 実 施 内 容 

配布用ノベルティ

の作成・配布 

  イベントでの来場者向け配布用ノベルティ

として、蛍光ペン3 種類 10,000セットを作

成し配布した。 

J R 札幌駅紙リサ

イクル促進イベン

トの開催 

平成 21年 11月 18

日（水）～20日（金） 

JR 札幌駅西口コン

コースイベント広場 

古紙利用製品の展示、DVD 上映、人形劇

の実施、ノベルティの配布をし、10,000 名

の来場者があった。 

新聞広告掲載   北海道新聞に JR札幌駅でのイベントの告

知、紙リサイクルの普及啓発を図る内容の

広告掲載を行った。 

ủ  

実施事業名 実施年月日 実施場所 実 施 内 容 

ＪＲ仙台駅でのイ

ベント開催 

平成 21 年 8 月 29

日（土）～30日（日） 

JR仙台駅構内 古紙利用製品・パネルの展示、ノベルティ

の配布をし、13,650名の来場者があった。 

ふくしま環境・エ

ネルギー展への

出展 

平成 21 年 12 月 5

日（土）～6 日（日） 

ビッグパレットふくし

ま(郡山市) 

古紙利用製品・パネルの展示、紙すきの

体験参加、DVD 上映、ＭＣによるクイズ、ノ

ベルティの配布を行い、5,100 名の来場者

があった 

循環型社会推進

セミナーの開催 

平成 21 年 12 月 5

日（土） 

ビッグパレットふくし

ま コンベンション

ホール 

紙リサイクルに関する講演を行った。参加

者は 541名であった。 

ủ  

実施事業名 実施年月日 実施場所 実 施 内 容 

紙 の博物館で の

展 示 コ ー ナ ー出

展 

平成２１年７月１８

日(土)～８月３０日

(日) 

紙の博物館４階「展

示コーナー」 

ジオラマ・古紙利用製品の展示、古紙リサ

イクルについての解説パネルの掲示、小

中学生を対象のアンケートを行い、協力者

にノベルティを提供した。期間中４,０３１名

の来場者があった。 

「新宿駅西口広場

イベント」開催 

平成２１年１０月４

日(日)～６日(火) 

新宿駅西口広場イ

ベントコーナー 

古紙利用製品・パネルの展示、紙すきの

体験参加、DVD 上映、ＭＣによるクイズ、ノ

ベルティの配布を行い、14,200 名の来場

者があった。 

エコプロダクツ２０

０9 への出展 

平成 21年 12月 10

日 （ 木 ） ～12 日

東 京 ビ ッ グ サ イ ト

「東展示場」 

パネル・古紙利用製品の展示、DVD 上

映、ＭＣによるクイズ、ノベルティの配布を
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（土） 行い、13,000名の来場者があった。 

エコプロダクツ２０

０9 でのシンポジウ

ム開催 

平成 21年 12月 10

日（木） 

東京ビッグサイト会

議棟１０１号室 

「紙リサイクルの推進に向けて」と題して基

調報告、パネリストによるパネルディスカッ

ションを開催し、120名の参加者があった。 

ủ  

実施事業名 実施年月日 実施場所 実 施 内 容 

紙リサイクルセミ

ナーの開催 

平成 21 年 8 月 23

日（日） 

静岡市民文化会館

大会議室 

紙リサイクルに関する講演を行った。参加

者は 187名であった。 

新聞広告掲載   紙リサイクルセミナー開催の告知、紙リサイ

クルの普及啓発を図る内容の広告を静岡

新聞、朝日新聞に掲載した。 

第 7 回しずおか

環境・森林フェア

への出展 

平成 21年 10月 23

日（金）～25日（日） 

ツインメッセ静岡北

館 

古紙利用製品の展示、DVD 上映、ＭＣに

よるクイズ、ノベルティの配布を行い、5,300

名の来場者があった。 

ủ  

実施事業名 実施年月日 実施場所 実 施 内 容 

いちのみやリバー

サイドフェスティバ

ル出展 

平成 21年 5月 3日

（日）～5 日（火） 

国営木曽三川公園

１ ３８タワーパーク

(一宮市) 

古紙利用製品・パネルの展示、紙リサイク

ルに関する相談受付け、ノベルティの配布

を行い、3,600名の来場者があった。 

Ｍie 子供エコフェ

ア出展 

平成 21 年 7 月 20

日（日）～21日(月） 

三重県鈴鹿山麓リ

サーチパーク(津市) 

古紙利用製品・パネルの展示、ノベルティ

の配布を行い、2,600 名の来場者があっ

た。 

環境デーなごや

2009 中央行事へ

の出展 

平成 21 年 9 月 20

日（日） 

久屋大通公園エン

ゼル広場 

古紙利用製品・パネルの展示、紙リサイク

ルに関する相談受付け、ノベルティの配布

を行い、4,400名の来場者があった。 

３Ｒなんでもエコ

フェスタ金沢2009

への出展 

平成 21年 10月 25

日（日） 

石川県庁19階展望

ロビー 

古紙利用製品・パネルの展示、ノベルティ

の配布を行い、7,000 名の来場者があっ

た。 

福井市環境フェ

スタへの出展 

平成 21 年 11 月 3

日（火） 

福井県民ホール 古紙利用製品・パネルの展示、ノベルティ

の配布を行い、800名の来場者があった。 

山梨環境リサイク

ル フ ェ ア への 出

展 

平成 21 年 11 月 8

日（日） 

甲府市環境センタ

ー 

古紙利用製品・パネルの展示、ノベルティ

の配布を行い、3,700 名の来場者があっ

た。 

第 24回山梨県民

の日記念行事へ

の出展 

平成 21年 11月 14

日（土）～15日（日） 

甲府市小瀬スポー

ツ公園 

古紙利用製品・パネルの展示、ノベルティ

の配布を行い、1,800 名の来場者があっ

た。 

ủ  

実施事業名 実施年月日 実施場所 実 施 内 容 

エ コ フ ェ ス タin 

Expo Parkへの出

展 

平成 21 年 11 月 7

日（土）～8 日（日） 

万博記念公園お祭

り広場 

古紙利用製品・パネルの展示、紙すきの

体験参加、DVD 上映、ノベルティの配布を

行い、7,200名の来場者があった。 

ủ  

実施事業名 実施年月日 実施場所 実 施 内 容 

オフィス古紙回収

セミナーの開催 

平成 22年 2月 8日

（月） 

岡山コンベンション

センターママカリフ

ォーラム１階イベン

トホール 

岡山市・倉敷市の両市長の出席のもと、紙

リサイクルの現状と課題、古紙分別のメリッ

ト等について説明し、オフィス古紙の分別

回収促進の要請を行った。事業者等約２５

０名の参加があった。 

ủ  

実施事業名 実施年月日 実施場所 実 施 内 容 

環境フェスティバ

ル 2009への出展 

平成 21年 10月 24

日（土）～25日（日） 

福岡市役所ふれあ

い広場 

パネル展示、紙リサイクルについてのクイ

ズ、ノベルティの配布を行い、400 名の来
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場者があった。 

新聞広告掲載   古紙回収時の留意点を説明する内容の広

告を西日本新聞に広告掲載を行った。 

パンフレット作成・

配布 

  大人から子供まで幅広い年齢層に紙リサ

イクルについて理解してもらうためのパンフ

レット「親と子の紙リサイクル読本」を23,000

部作成し、イベント会場で配布するとともに

希望する自治体等に送付した。 

リサイクルボックス

設置補助 

  北九州市から集団回収における古紙の集

積場にストックするためのリサイクルボック

ス寄贈の要請があり、提供した。 

ノベルティ作成・

配布 

  古紙の分別、禁忌品除去の必要性を促進

するためのティッシュボックスを21,800 個

作成し、九州地区の古紙業者を通じて消

費者、事業者に配布した。 

 

３．広報宣伝事業 

(1) ホームページのリニューアル 

当センターの公式サイトであるホームページの全面的な見直しを行い、平成21 年 9 月にリニュ

ーアルオープンした。見直しにあたっては画面デザインの刷新とともに、コンテンツの整理と拡充を

施し、訪問者にとって分かりやすく興味を持ってもらえるサイトを目指すこととした。また、ユーザビリ

ティに配慮した施策として、サイトの入口を区分け(①家庭向け、②一般オフィス向け、③事業者向

け)し、利用者の利便性を向上させた。さらに、未来を担う子供たちをターゲットとしたキッズコーナ

ーを開設し、親子で紙リサイクルに関する学習ができるコンテンツを追加した。以下の通り、リニュ

ーアル後はセッション数・PV 数ともに大幅に増加している。 

○サイトリニューアルによる訪問者等の増減 

 
リニューアル前 

(H21.1～H21.8) 

リニューアル後 

(H21.9～H22.3) 
増減率 

セッション数 
(サイトの訪問者数) 

20,312件/ 月 24,371件/ 月 20.0% 増加 

PV(ページビュー)数 
(閲覧されたページ数の累計値) 

90,076件/ 月 101,618件/ 月 12.8% 増加 

(2) 紙リサイクル研修会の開催 

家庭で排出される古紙の有効利用を図るため、消費者、学生･児童等を対象として研修会を開

催した。研修会の実施方法は、地方自治体等に研修会の実施案内を送付し、申込みがあったと

ころを対象に講師を派遣して実施した。研修会の内容は、古紙の回収・利用の現状、古紙の分別

の必要性、古紙利用製品の使用拡大の必要性等を説明し、古紙の品質向上への理解と協力を

要請した。研修会は次のとおり全国10ヵ所で開催した。 

○紙リサイクル研修会の開催 （ 全 10回開催 ： 599名参加 ） 

開催年月日 開催地 
出席 

人数 
対 象 者 申込団体等 

平成 21年 

8 月 20日 

佐賀県 

武雄市 
26名 集団回収実施団体 武雄市環境課 

平成 21年 

9 月 8 日 

福島県 

棚倉町 
20名 小学生児童 棚倉町立社川小学校 

平成 21年 

9 月 17日 

京都府 

南丹市 
65名 

南丹市の環境を守り育てる会

会員 
南丹市市民部環境課 

平成 21年 

9 月 18日 

岐阜県 

養老町 
54名 生活と環境を考える会会員 生活と環境を考える会 
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平成 21年 

10月 16日 

北海道 

帯広市 
80名 一般市民 帯広市市民環境部清掃事業課 

平成 21年 

10月 21日 

高知県 

四万十市 
115名 一般市民 四万十市地球環境課 

平成 21年 

10月 30日 

岩手県 

盛岡市 
140名 きれいなまち推進員 盛岡市環境部資源循環推進課 

平成 21年 

11月 9 日 

佐賀県 

江北町 
25名 

江北小学校・江北中学校教

員、江北町役場職員 
江北町立江北中学校 

平成 21年 

12月 2 日 

宮城県 

多賀城市 
50名 多賀城市地域環境推進員 多賀城市市民経済部生活環境課 

平成 22年 

1 月 15日 

栃木県 

佐野市 
24名 佐野市消費者友の会会員 佐野市消費者友の会 

(3） オフィス古紙リサイクル研修会の開催 

オフィス古紙の分別回収と有効利用の促進を図るため、①オフィス古紙リサイクルを進めるに当

たってのポイント、②紙リサイクルの流れ、③古紙処理工程、④古紙分別の必要性、⑤禁忌品除去

の必要性、⑥小規模事業所を対象とした古紙回収システムの事例紹介、⑦自治体の古紙関連施

策の調査結果、⑧古紙統計等の情報提供を内容とする研修会を開催した。研修会の開催日、開

催地、出席人数等は次表のとおりである。 

○オフィス古紙リサイクル研修会の開催 （ 全 9 回開催 ： 649名参加 ） 

開催年月日 開催地 
出席 

人数 
対 象 者 申込団体等 

平成 21年 

7 月 14日 

東京都 

港 区 
133名 新任廃棄物管理責任者 みなと清掃事務所 

平成 21年 

10月 16日 

北海道 

帯広市 
50名 事業所職員 帯広市市民環境部清掃事業課 

平成 21年 

10月 19日 

埼玉県 

川口市 
43名 

川口市エコリサイクル推進事業

所、事業用大規模建築物所有

者、市職員 

川口市環境部廃棄物対策課 

平成 21年 

10月 23日 

大阪府 

守口市 
52名 市職員 守口市クリーンセンター総務課 

平成 21年 

11月 4 日 

栃木県 

足利市 
15名 市職員 足利市生活環境部クリーン推進課 

平成 21年 

11月 13日 

東京都 

港 区 
73名 新任廃棄物管理責任者 みなと清掃事務所 

平成 21年 

12月 4 日 

岩手県 

盛岡市 
49名 事業者、市職員 盛岡市環境部資源循環推進課 

平成 21年 

12月 10日 

神奈川県 

秦野市 
75名 市職員 秦野市役所財産管理課 

平成 22年 

2 月 26日 

富山県 

富山市 
159名 

一般廃棄物減量計画書提出対

象事業所 
富山市環境センター管理課 

(4) 紙リサイクルセミナーの開催 

古紙の回収、再生利用の促進を図ることを目的に、「紙リサイクルセミナー」を開催した。開催に

当たっては、紙リサイクルに関わるそれぞれの分野の専門家が紙リサイクルに関連する以下のテー

マで講演を行った。内容は、当センターが行った調査研究や古紙品質向上対策検討委員会の検

討経過を報告した。これにより、関係者の理解を深めるとともに、調査研究の成果普及に努めた。 

○開 催 結 果 

ᵑ   平成 21年 10月 30日（金） 13 時 30分～15 時 55分 

ᵒ     東京商工会議所国際会議場（東京都千代田区丸の内3- 2- 2） 

ᵓ     参加数 270名 

ᵔ ♥כⱴ 
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 ⱴз 「中国における最近の古紙動向について」כ♥

株式会社ＮＴＴデータ経営研究所 シニアコンサルタント 王 長君 氏 

 ⱴи 「古紙業者の古紙品質管理能力の評価基準と評価制度に関する検討כ♥

経過について（古紙品質管理マニュアルについて）」 

有限会社サステイナブル･デザイン研究所 取締役社長 西原 弘 氏 

 ⱴй 「地方自治体の古紙関連施策の推移と現状について」כ♥

有限会社グローバルプランニング 取締役 小笠原 秀信 氏 

(5) ポスター・チラシの作成・配布 

1) 紙リサイクル促進を図るためのポスターを作成（Ｂ2 サイズ・Ａ3 サイズ各2,800枚）し、地方自治

体、古紙関連業界等に配布した。 

2) (社)国土緑化推進機構から｢緑と水の森林基金｣の助成金を受け、小学生高学年向けに紙リサイ

クルに関する理解と協力を得ることを目的としたチラシを460,000部作成し、地方自治体、消費

生活センターに配布した。 

3) 広報活動 

地方自治体、消費者団体等からの古紙に関する問い合わせや広報資料の提供等の要望に

対し、次のとおり広報資料、ＤＶＤ、ＣＤの提供、パネル等の貸し出しを行った。 

内     訳 件 数 

広報資料の提供 ２４５件 

ＤＶＤ｢未来へつなごう紙リサイクルの輪｣の提供 

ＤＶＤ「いっしょに学ぼう紙リサイクル」の提供 

12件 

8 件 

ＣＤ“かみの「か」を「ご」にかえないで！”の提供 975件 

パネルの貸出 ２７件 

 (6) センター会報・古紙統計の作成・配布 

センターの活動状況、国内・外の古紙に関する情報を会報（隔月版）にとりまとめるとともに、各

種の古紙需給統計を作成し、月報、年報などにとりまとめ、関係各方面に配布した。 

(7) センター顕彰制度 

1) 集団回収実施団体感謝状交付 

古紙回収に顕著な実績をあげている集団回収実施団体のうち、地区委員会から 「集団回収

感謝状交付実施要領」に基づいて推薦のあった次の30団体に感謝状を交付した。 

 

 

   
交  付  団  体  名 

   栄町会、八親町内会、米町２丁目町内会、日の出三光町内会、上新川町会 

   
桜川団地町会、保戸野緑町町内会、明石南一丁目子供会、山形市立桜田小学校ＰＴ

Ａ、あさか台町内会 

   
さいたま市立文蔵小学校ＰＴＡ、シーアイハイツ和光管理組合、大里東自治会、新座

市西分町内会 

   芝川町立内房小学校ＰＴＡ、富士市立第二小学校ＰＴＡ 

   
稲沢市立六輪小学校ＰＴＡ、明円町子ども会、学校法人津田学園、富山市立新庄小

学校ＰＴＡ、栗田区リサイクル 

   真野婦人会、田井城三町会、わかば子ども会 

ה  青江子供会 

   金田公団子供会、愛宕浜イーストコート子供会育成会、筑後市立松原小学校ＰＴＡ、
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老人クラブ鶴亀会、鼻高４丁目花寿美会 

2) 紙リサイクル関連団体等表彰 

毎年度、永年にわたり紙リサイクルに貢献のあった紙リサイクル関連団体等からの申請に対し

て、表彰状を交付しているが、今年度は申請がなかった。 

(8) ３Ｒ推進協議会 

「リデュース・リユース・リサイクル推進協議会」が実施しているリデュース・リユース・リサイクル推

進功労者等表彰に 1 事業所を推薦した。 

(9) グリーンマーク 

古紙利用製品の認識向上及び利用拡大を図るためのグリーンマーク表示制度に基づき、グリ

ーンマーク表示を行った。平成21 年度のグリーンマーク表示承認件数は72 件、22 事業者あり、

平成２2 年３月末日現在のグリーンマーク表示承認件数は563件、 133事業者となった。 

(10) 紙リサイクル経験者の活用 

広報宣伝事業の実施に当って協力を得るための人材をボランティアとして活用することを目的

とする紙リサイクル経験者活用制度に基づき紙リサイクル経験者２名を新たに登録し、現在、紙リ

サイクル経験者の登録者は８名である。 

(11) 紙リサイクルＰＲソングの製作 

紙リサイクルの推進を積極的･効果的にＰＲするため、当センターの紙リサイクルＰＲソングを製

作した。製作に当っては全国から歌詞を公募し、応募作品の中から最終審査委員会で審査し、タ

イトル名“かみの「か」を「ご」にかえないで！”に決定した。この詩に楽曲し、ＣＤにして、イベント会

場で配布するとともに申込希望のあった地方自治体、資源組合等に配布した。 

(12) 新聞等への記事掲載 

教育関連向け、消費者向け、事業者向けに配布されている各新聞が企画する記事に紙リサイ

クルに関する内容を掲載し、普及啓発に努めた。 

(13) 関連機関の啓発活動への支援 

教育機関や回収業者等が为催する省資源・資源再利用関係の研修会に参加し、紙リサイクル

についての説明を行うため役職員を派遣した。 

 

４．調査研究事業 

(1) 古紙利用の環境に与える有用性の調査 

近年環境意識が高まってきているが、古紙利用率向上を促進するためにも、古紙利用が環境

に与える有用性を含む影響を理解してもらうことが重要であり、次の観点から海外の文献調査も

含む検討を行った。 

① 森林資源の持続的利用への影響 

② 廃棄物埋立て削減への影響 

③ エネルギー、温暖化ガスへの影響 

なお、本調査検討を進めるに当たっては、学識経験者及び関連業界関係者からなる「古紙利
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用率向上促進対策調査委員会(大江礼三郎委員長)」を設置し、調査研究を行った。調査結果に

ついては報告書にまとめた。 

(2) オフィス古紙リサイクルシステム普及促進の調査 

オフィス古紙リサイクルシステム普及促進を図るために、学識経験者及び関連業界関係者から

なる「オフィス発生古紙リサイクル状況調査委員会(鈴木恭治委員長)」を設置し、調査研究を行っ

た。 

具体的には、OA 用紙、機密文書、シュレッダー古紙を含むオフィスより排出される古紙の回収

(資源化)状況を調査し、これまで多年の亘り行ってきた本調査事業の進展程度や課題の把握を

行った。さらに、古紙の回収(資源化)率の高いオフィスにおけるオフィス発生古紙のリサイクルに

関するヒアリング調査も行った。調査結果については報告書にまとめた。 

(3) 地方自治体古紙関連施策等調査 

地方自治体における家庭や事業所等からの古紙回収の取り組み、集団回収に対する関わり、

家庭ごみの有料化の導入状況、雑がみの取扱い、その他紙リサイクル施策に関する実態等につ

いての状況把握に努めることを目的として、アンケート調査を行った。実施方法は、都道府県及び

全国の市町村 1,845 自治体に調査票を郵送し、そのうち回筓提出のあった1,332 自治体につい

て集計・分析を行った。 

調査結果については報告書を作成（2,200 部）し、地方自治体、製紙メーカー、古紙業者等に

配布した。 

(4) 国際紙リサイクル状況調査 

わが国の紙リサイクル促進を図る際の参考資料としての活用を目的に、以下の調査を行い、調

査結果については報告書にまとめた。 

① 米国や欧州における混合回収の実態とそれによって回収された古紙の品質 

② 为要古紙輸出国と輸入国の古紙輸出入量、回収量、消費量の推移 

③ 10年間の米国古紙関係データの推移 

④ 海外の古紙に関するトピックス 

⑤ 海外の古紙関連機関の基本データ 

 (5) 古紙利用新規用途普及促進対策調査 

製紙原料として利用が困難な古紙(紙ごみを含む)の利用を促進するため、「製紙以外における

古紙利用製品の生産・古紙利用量」に関するアンケート調査を実施するとともに、これら製品の製

造に要する原材料費、エネルギー費、輸送費等の状況及び固形燃料の分野では原料となる紙く

ず、廃プラスチックの集荷状況についての調査も行った。 

調査結果については報告書を作成し3 月号会報に掲載して、製紙メーカー、古紙業者及び地

方自治体等に配布した。さらに、ホームページにも掲載した。 

(6) リサイクル対応型紙製商品開発促進対策調査 

古紙利用率向上に資するため、社団法人日本印刷産業連合会に委託して、紙向け用としてリ

サイクル可能な印刷物の製作とその普及を図る対策に関する調査研究を行った。実施に当たっ

ては、本件に関し、知見を有する学識経験者、専門家からなる委員会とその下にホットメルト評価、

箔押し評価、表面加工評価並びに普及･活用のワーキング・グループを設置し、以下について検
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討を行った。 

① 難細裂化ホットメルトの標準試験法、評価方法の再検討 

② 箔押しの分類･範囲の明確化とリサイクル対応型箔押しの開発状況調査 

③ リサイクル対応型ラミネート加工の開発状況調査 

④ リサイクル対応型印刷物の普及促進に関する調査 

⑤ 接着剤、糊(封筒に使用)の実態調査 

調査結果については、報告書にまとめた。 

(7) 古紙消費計画調査、古紙需給動向調査 

 製紙メーカーを対象に四半期ごとに古紙为要3 品種（新聞、雑誌、段ボール）の消費計画（6 ヶ

月）を調査・集計し、業務委員会等において検討の上、関係各方面に情報提供した。また、わが

国の古紙回収・消費・輸出、中国の古紙輸入等の統計を定期的にとりまとめて情報提供した。 

(8) 家庭から排出される段ボール古紙の実態調査 

段ボール古紙の回収増強に資するため、昨年に引続き、段ボールリサイクル協議会に協力を

仰ぎ、家庭で利用され排出される段ボールについて、家庭から入ってきた経路、用途別数量及び

資源化ルートや廃棄方法についての実態調査を行い、報告書にまとめた。 

(9) 外部委員会への参加 

経済産業省委託の平成 21 年度社会環境整備･産業競争力規格開発事業である｢環境配慮包

装に関する国際標準開発の分科委員会(事務局：社団法人日本包装技術協会)｣の審議、さらに

紙製容器包装リサイクル推進協議会为催の技術委員会の審議に参加した。 

(10) 捺染紙混入撲滅対策チームの設置（その他の委員会及び啓発活動等） 

製紙工場において古紙の中に禁忌品である捺染紙(昇華インキ)が混入することによる製品不

良等のトラブルが頻発し、莫大な損害を被る事態に至っており、紙リサイクルの促進を図る上で大

きな阻害要因となっている。そのため、緊急に古紙需給両業界の代表者や捺染紙・インキに関係

する業界の関係者等からなる捺染紙混入撲滅対策チームを平成22 年 2 月に設置した。対策チ

ームでは、次年度に具体的な対応策を検討のうえ実施することとしている。 

 

５．債務保証事業 

平成 21 年度においては、古紙供給業者の経営の合理化、改善のための設備等導入に要する資

金の借入れに対する債務保証の新たな申込みはなかった。平成21年度末の保証件数は1 件、保証

債務残高は 17,440千円となった。 

 

６．その他の事業 

(1) 公益財団法人移行認定に向けての準備・申請 

公益財団法人への移行認定に向けて、顧問弁護士の指導を受けながら申請の準備を進めて

きたが、評議員会、理事会等の機関決定を経て平成22 年 2 月 25 日に内閣府へ正式に移行認

定申請を行った。 

(2) 地区委員会活動 
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センター8 地区委員会において古紙の需給動向等に関する情報交換をはじめ、地区事業費を

活用して各地区委員会独自の研修会、広報活動等を行った。 

(3) 古紙余剰に伴う緊急対策事業 

事業計画では平成 20 年 12 月のような古紙余剰の事態となった場合に、センター備蓄等の必

要な対策を検討のうえ実施することとしていたが、そういう事態には至らずに緊急対策は実施しな

かった。 

 


